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要　旨

平成30年9月，北海道胆振東部地震によって厚真川流域では大規模な山地崩

壊が発生し，多大な被害が生じた．これに伴い，流域内の山地斜面や農地，河

道内には大量の土砂が堆積しており，今後，融雪出水や夏期出水の際にこれら

の土砂が厚真川流域の各支川から厚真川本川に流れ込み，中・長期的に河川地

形，河口域，さらには海域まで輸送され，拡散すると予想される．大量の土砂

流出は，農地への被害や河川地形の変化は勿論，水環境，水産漁業資源にも影

響を与える可能性がある．そのため，早急な被害状況の把握および崩壊地から

の降雨流出，土砂流出の実態調査を行い，今後想定される影響および河川整備

等の検討に向けた基礎資料を取得することが必要と考えられる．そこで，本研

究では関係する研究機関（大学，行政研究所），行政機関（国，道，町），関係

機関が結集して厚真川土砂流出研究会（会長：泉典洋, 北海道大学大学院工学

研究院教授）を設立し，初年度は研究機関同士でデータや情報を共有しながら

厚真川流域における災害発生メカニズムの解明，および崩壊後の降雨・土砂流

出の変化の実態把握を目的として厚真川流域内の複数の支川を対象とした現地

調査を実施した．本報告書では，本助成の枠組みのなかで実施した研究成果を

1～9章として整理し，各調査結果を報告する．
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1.はじめに

平成30年9月6日03時08分頃，北海道胆振地方中東部を震源とする直下型地震（マグニチュード6.7）
が発生1）した（図1-1）．この地震により，厚真川町，安平町，むかわ町（約440km2の範囲）では6000箇
所以上の斜面崩壊（図1-2）が発生した2）3）4）．崩壊した土砂は流動化して広範囲に広がり（図1-3），地

震による死者41名のうち36名が土砂災害に伴い亡くなっている． 斜面崩落が特に多発したのは，厚真町

市街地東部の標高50m以上の丘陵地から標高300m前後の山地斜面である4）5）．崩壊のタイプには，平滑

型（図1-3-b）と谷地形に沿って大規模に崩壊する谷型（図-3-d）が確認されているが3）6）7），多くの場

所で小流域での平滑型崩壊の合体（図-3-c）が認められた．

既往報告4）7）8） によると，崩壊地の特徴は下記のように整理されている．崩壊地は通常，震央付近で

図1‑1　北海道胆振東部地震における震央と震度分布（気象庁報告書1) より引用）

図1‑2	 北海道胆振東部地震における浸食・堆積地（国土地理院）

	 	図中の番号は，①チケッペ川，②チカエップ川，③ハビウ川，

④ウクレ川，⑤東和川，⑥左岸流入支川，⑦日高幌内川を

示す．
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最も多発するが，今回，震央は厚真川流域の少し南側に位置していたにも関わらず，崩壊地はむかわ町

に比べて厚真町に集中した4）7）8）9）．推定される全崩壊地面積4）8）9）10） は約48.4km2であるが，このうち

33.08 km2が厚真川流域にて確認されている（ただし，一部の論文にてより少ない崩壊地面積の報告もあ

る11）12）13））．厚真川流域における崩壊の多発要因は，鵡川流域に比べて樽前カルデラ起源の降下火砕堆

積物が斜面の基盤を厚く覆っていたためと指摘されている2）5）7）．厚真川流域の樽前火山由来の堆積物の

厚さは2～3m程度であり，上層部は腐植土やTa-b，Ta-cで構成され，下層部は軽石質のTa-dで構成され

ている2）6）7）14）15）16）．崩壊地には風化した基岩の露出が確認されており2）7）14），粘土を含んだTa-d層下部

がすべり面として機能したと考えられる14）．

村上らの報告8） によると，厚真川流域内にて最も崩壊地面積の比率が大きかったのは東和川流域であ

り，その比面積は35%に達すると指摘されている．また，その他の支川においても4流域で比面積20%以
上の崩壊（チカエップ川，鬼岸部川，日高幌内川，オバウス沢川），3流域で比面積10%以上の崩壊（チ

ケッペ川，ハビウ川，メルクンナイ川）が確認されている．これら崩壊地の平均サイズは7160 m2であり4），

崩壊地の勾配は20～30度の範囲に集中することが確認されている4）17）．一方，35度以上の斜面における

崩壊は非常に少なく，これは厚真川流域における樽前山由来の降下火砕堆積物が35度以上の斜面にほぼ

存在しないことと関係すると考えられる2）7）．

広域での斜面崩壊は，豪雨あるいは地震によって引き起こされる事例が多い18）．なかでも，厚真川流

域のような降下火砕堆積物や腐植土に覆われた斜面における多数の崩壊は，近年，2012年7月の記録的

豪雨に伴う熊本県阿蘇山地，2013年10月の豪雨に伴う伊豆諸島などで確認されている．いずれも降下火

砕堆積物に覆われた斜面が広範囲に崩壊し，流動化し，下流に甚大な被害が生じた．また，地震に伴う

降下火砕堆積物に覆われた斜面における甚大な崩壊についても，2015年ネパールで発生した地震（マグ

ニチュード7.5）に伴う広域での崩壊と人的被害，2016年の熊本地震における阿蘇火山周辺の斜面崩壊

などが報告されている5）．しかし，地震に伴う斜面崩壊の報告は多数存在するものの，降下火砕堆積物

に覆われた地域における地震時の崩壊メカニズムおよび崩壊後の中・長期的な降雨流出や土砂流出の変

化に関する知見は少ない．これらの地域の崩壊の特徴は，崩壊深が比較的浅い表層崩壊が多数を占める

図1‑3　崩壊の様子.(a)上空から撮影,(b)平滑型,(c)平滑型の小流域の崩壊が合体,(d)谷型．
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にも関わらず，崩壊した土砂の流動性が高く，被害が広範囲にわたりやすい点にある．また，降下火砕

堆積物の比重は軽く，今後，崩壊地では降雨に伴う継続的な土砂の流出が生じることで，中長期的に河

川地形の変化，河口域や海域へ影響を与える可能性も懸念される．そこで，本研究では関係する研究機

関（大学，行政研究所），行政機関（国，道，町），関係機関が結集して厚真川土砂流出研究会を設立し，

初年度は研究機関同士でデータや情報を共有しながら厚真川流域における災害発生メカニズムの解明，

および崩壊後の降雨・土砂流出の変化の実態把握を目的として厚真川流域内の複数の支川を対象とした

現地調査を実施した．
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